












































































































































































































































































行って 20 歳代には小学校、 30 歳代には中学校、














































































報jへの寄稿は 1927 年まで、 94 簡に及んでいます。


























































































































































































































す。言論関係でも、 3 冊しか書かれてませんが、 f男












































































































































































































































































































































































































































戦後 1 、 2 度中国からお招きがあったのに中国の
地を踏むことはなかった。中国から教育使節団が
来られた時、安三先生は出かけられているんです



















































安三もそうですけど後藤朝太郎ゃいろいろな人が します。われわれ自身の手でもう 1 回きちんと整
書いています。しかも、その当時はそれが非常に 理し確認しなければいけないなというのが感想で
大きな影響を与えたということが他の人達の話か す。





西暦 手目 暦 月 日 量E 清水安三先生記録 関係書誌 一般社会
1891 明 24 6 。 滋賀県高島郡新俊村大字;ft畑 655 番地に父清水弥七母清水ウタの三JIJ として生まれる。血液型O担。 大河tl)l'.件（5.11)
1896 29 Zl 4 父町、七永脱
1897 30 9 25 6 I 中江藤樹祭 2鈎周忌藤樹さんになる決心 樋［1 －葉没（ 11.23)
1898 31 4 安井JII小学校入学 義有I随時E件（鵬【 l蜘｝
l鈎2 35 4 10 安曇高等小学校入学
1906 39 14 滋賀県立第二中学校入学 W. M. ヴオーリズ先生に出会う 日露破争 (1904 -05) 
1908 41 4 17 勝所中学伎と改称（4.1)
1910 43 3 24 18 勝所中学校卒業
4 9 同志社大学神学部入学
1912 45 7 8 21 彦組教会で夏期伝道 横田美包と出会う 中都民回成立（ I.I)
1913 :k 2 7 22 22 的崎教会（新潟）で夏期伝道（ニヶ月）
1914 3 23 「支部投遊記 I ＜徳富訴時著）を読み、唐招提寺で鑑真和尚のE孟を聞き、 第一次世界大破（1914中国へ心を向ける 18) 
















1918 7 5 28 織田発砲（24才）と大迎教会で結締式D 司式機筋敏郎牧師この年児童館 シベリヤ出兵（8.2)を開設
1919 お 27 北京に移住。美健夫人は神戸の女子神学校へ
4 大日本北京支部将同学学会入学
5 北京在留邦人による日本軍出兵決議に一人で反対
1 「文部生活の批判 J （我等） 5.4 運動（5.4)
12 I 28 「在支外人生活の批判 J （決待）
22 災遺収容所を作り 79官名の児童を収容（「朝間門外」により）
1920 9 「若き支部に於ける持問題」 W：等）
3 31 大日本北京支部語同学会卒業
5 27 災児収容所解散
5 28 申）J陥門外に崇貞工説女学校を設立。校長消水突栂。生徒 26 名。（日記による。「軒j締門外 j では 24 名）
8 29 ［支郎最近の忠怨界 J (Jll.等）
I 「支那に亡国の兆ありや」（我等）
12 「支部を動かす逮信のカ J Wt等）
1921 10 3 「支那改造の原理 J （我等）
278 
北京崇貞学園と結美林学園の創立者・清水安三を語る
西暦 和 暦 月 日 官民 清水安三先生記録 関係省誌 一般社会
5 28 主主点学凶設立（「基督教世界 j による）
7 22 30 I 長男泰｛たい）誕生
II f 支那共同管理論の検討 J （我等） f 阿Q正i云」魯迅 (12.l
1922 I 北京迎線論説記者となる r 北京週報 J に論説伺総 1927 号まで数十回
6 31 「支部反JJ;1宣教運動の一考察」 森鴎外没（7.9)
IO 1 長女tl （ほし）誕生
1 『支部の話その 1 J （我等）
1923 12 3 「支那の話その2 」（我等） 関東大震災（9.1)







1925 14 9 紫斑学問チ＂＂ベル献党式 孫文没（3.12)
1926 I 15 5 34 オベリン大学卒業。BD. （神学士）受領 • A Statement of theology ” by ys 
1927 日日 2 I 35 次男良三（いぞう）陸生
3 19 蒋介石と単独会見 南京事件（3.)




4 一時帰国基督教世界社編集主任 「湖畔の声 J に論説掲範 1932 号まで数十回
7 I 38 「支那基督教史論」（基督教研究）





1932 7 3 24 同志社大学講師辞任 満州毘建国宜百（3.1)
3 25 近江兄，（Ht北京駐在貝
1933 8 3 20 「支部持続本 J （大阪・一也堂書店）
12 19 42 j青木It,砲自天（38 才）
1936 1 6 45 清水安三（45 才）小泉イク（43 ;j'）天w教会で結僑式挙行 二・二六事件（226)
6 崇貞学問大場設（7ぽ沿坪の土地、講堂‘理化教室）
1937 12 6 級争阻止のため胡過ちと話し合う 中陪軍北京守備拡七千織退
7 46 北京を戦掛から守るため、日中両!f（司令官にかけ合う 庖溝橋事件日中戦争始まる（7.7)






3 20 「姑娘の父母J （東京国改造社）
外務省情報郎は劇作家上泉秀信氏






1910 15 3 つ“ 「大陸の聖火 J （松本町令子者東京・院友社）
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西l語 f[J 府 fl 日 歳 清水安三先生記録 関係羽子IE 一般社会
5 「開拓者の籾神」（東京・隠友社）
7 49 北京帰省 北京駐在の日本憲兵隊によりドル買の疑いでJl'l.網ベを受ける
圃上記上泉著の英訳・AJapanese 
7 18 




1941 16 4 北京崇貞学問に日本入部設置
12 8 50 f 支郎の心 J （東京 ·1111 友社） 太平洋戦争始まる 02.8
18 天皇より御内幣金H領（手工芸・・のため｝
1943 18 5 51 日本基骨教団搭北布教区横長
8 幼 52 「支郡人の魂を摘む」（東京・創造社）
1944 19 5 南京国民政府よ町 100 万円報奨金受領
1945 20 8 15 54 純国朝鮮人生徒途に日本人の罪を謝卵、朝鮮国の強立万殺を叫ぶ 日本敗戦（8.15)
8 20 t長貞学図第二学期始業式で日本帰国を表明
I 8 北京市政府教育局により崇向学園接収、私有財肢も失ぃ僚一文となる




3 24 東京都市多摩郡忠生村大学木曽 2693 番地に学回投立を決意




1947 22 3 22 55 桜美林中学校設立il!町校長清水都子 日本国憲法施行（5.3)
1948 23 3 IQ 56 桜美林高等学校註立認可校長清水都子
9 I 57 「希望を失わず」初版本（綴美林出版郎）
12 25 「中江藤樹の研究J （桜美林出版部）
1950 25 3 14 58 桜美林短期大学（英文科｝股立認可学長清水安三
1951 26 3 桜美林学閏募金キャンベーシで北米Jtj米旅行 朝鮮聡争始まる（625)
7 25 60 圃「希望を失わず J 改訂版”The サンフランシスコ条約
Story of Obirin" （能美林出版部） (9.8) 
195:l 28 3 61 安三 ＇ i出子帰国
1955 30 3 63 短期大学に家政科設置
8 I 64 q，周誌 fill活のfi:J 発刊
8 「復活の丘 J に自叙伝聖書成義等迎載
1958 33 3 31 66 最初の鉄筋コンクリート校舎「明々 lil'U 落成
1959 34 4 21 67 「中江藤樹はキリシタンであった」（桜美林出版部）
A MUSTARD SEED IN JAPAN 
4 25 (W M ヴォーリズ若｝緬注（東京
－北昆堂）
自 25 6唱 f 史的中江藤樹」｛謄写版刷り｝
四ω 35 19 日米安全保障条約改訂
(1.19) 
1962 37 5 加 70 f 従業株物tfi J 初版本（佐美林学国）
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西暦 事l 暦 fl 日 歳 清水安三先生記録 関係l!I'誌 一般社会
1966 41 l 25 74 桜美林大学文学ffil （英文科、中文科）設立也可 学長清水安三 文化大革命胎まる（68)
1967 42 4 10 75 「中江膝樹 J （東京・東出版）
1968 43 3 15 76 大学経済学部（経済学科）段立鉱可
3 28 桜美林幼絵図設立関長清水安三
G 米国オベリン大学より名誉博士号授与
アジア平信徒会出席のため純白訪問、諜貞学囲内草業生と再会｛死刑の1970 45 8 79 韓国宵年救済が明るみに）
1971 46 5 却 「絞，；：；林物語 j 改訂版
1972 47 4 l 80 経済学節に商学科を設置 日中国交正常化（9.29)
1975 50 5 2 83 同志社大学よ町名誉神学博士号捻与
6 2 84 「北京清たん J （東京・教育出版社）
1976 51 4 JO 
「周再臨先生の生涯 j 組集（前借・ 周恩来没（18)賜千会）
8 20 85 桜美林高等学校野球部が夏の甲子也大会に侮勝 毛沢東没（9.9)
1977 52 
「昭和への証言 J （歴史と人物・
中央公飴栓昭和 52 年 1 JJ 号）
7 25 86 
「石ζろの生涯」初版本（キリス
ト新聞社）
1978 53 2 12 長男 容心不全のためロンドンで召天（56 才）
10 7 87 財団邦人醤行会より金賞受賞
1979 54 1 5 88 キリスト教文化協会よりキリスト功労賞受賞 中米国交正常化（LI)
1980 55 3 25 
［桜美林物語」再改訂版（桜美林
学園）
1981 56 7 20 E泊 「石ころの生涯 j 改訂版（キリスト新聞社）
1985 ω JO 31 94 最f綬良章受章
12 1 桜美林学園総長
1988 63 17 9唱 午後 8時 20 分忽性心不全のため召天 (96 才 7 ヶ月 17 日）
I 30 桜央林学国務
『『背水安三の思想と教育実践j より
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